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　　 はじめに
 ○  今回のワークショップの主旨説明とスタッフの紹介を行います。

　　 ワーク① 　50 年後をイメージする
 ○  円形ダン ールを使ったワークショップです。
 ○  50 年後の和光市のイメージを自由に語り合いましょう。
 ○  途中、メンバーの入れ替えがあるので、いろんな方と顔見知りに
 　  なりましょう。

　　 発表と共有
 ○  いくつかのチームから、出された意見について発表していただきます。

　　 ワーク② 　これから 10年を考える
 ○  ４つのテー に分かれて、これから 10 年で行政や市民が
 　  取り組むべきことについて意見交換を行います。
 ○  関心のあるテー について、意見を ストイットに記入して
 　  出しましょう。
 ○  テー は途中で移動することも可能です。
 　  たくさんのご意見をお願いします。

　　 発表・まとめ
 ○４つのテー ごとに、進行役から内容を発表します。

日時：10月６日（日）10:00～12:00
場所：和光市役所 602 会議室

第２回 和光 100 年まちづくり会議

「和光市の将来像とまちづくりの方向性を考える」

和光 100 年まちづくり会議
キックオフミーティング

2019.9.1和光の未来
イメージワーク

次回

10:00-10:10

10:10-10:45

10:45-10:55

10:55-11:30

11:30-12:00

1
2

3
4

5

5010

資料５



�
��

�Åò�adD�ï�� ��=@\dJ�;ð.É²�

資料５



�
��

資料５



�
��

資料５



�
	�

�

�

�

�

�

�

資料５



�

�

�Åò�adD	.É²�

�

�

�

�

資料５



�
��

�

�

�

�

�

資料５



 

��Óp¾c�é.Ê�H\bS�

�

�

�

�

�

�

 
後藤先生 総括コメント 
 
【A 安全・安心系】 
◯関東大震災の時に、和光市はどういう状況だったのだろうか。（市長から、和光市の被害は非常に少なく、都心か
らの被災者の受け入れをしていた、との回答あり。） 
◯和光市の災害史やパニック史を整理する、振り返ることも大事だと思う。 
◯さらに、国際化のなかで防災を考えていく必要もある。和光市にいる外国人が災害の時に大丈夫かどうか。 
◯災害は、社会の中の最も弱いところに襲いかかる。そういう視点が必要。 
 
【B 生きがい系】 
◯「主観的健康感」という指標がある。 
◯「主観的健康感」が上がると、「客観的健康感」も上がると言われている。 
◯ブラタモリのように、まちを辿り歩く、特にガイドの案内で歩くと、健康感が上がり、健康寿命が伸ばせること
になる。 
◯健康に過ごして、最後は自宅で看取られるのが一番の幸せかもしれない。 
 
【C 子ども・子育て系】 
◯私の研究室では、2つの方法で地域を読み解くことをしている。 
◯1 つ目は、オーラルヒストリー。地域の歴史を、地域の方々に聞いて記録をし、整理する。市史などには載って
いない、大文字ではない小文字の歴史。 
◯2 つ目は、まちづくり人生ゲーム。地域に暮らす、色々な年代や立場の人になってみて意見を出すワークショッ
プ。 
◯子どもの問題、子育てや教育の問題など、多世代でどう解いていくかが重要だ。 
◯このチームのタイトルで、社会教育ではなく地域教育と謳っていることが、ポイントかもしれない。 
 
【D にぎわい・活力系】 
◯和光市には国の施設など外からの要請でできたものが多く、市外からの大きな整備の力が働いているのが、和光
市の特徴でもある。 
◯最近、「Growth Management」「Smart Growth」と言われている。右肩上がりを目指すのではなく、成長管理
をしていく、ということ。そういう考えが必要な時代になっている。その上で、和光市はどのような人口規模を目
指すのか。 
◯その下支えに当たるかもしれないが、「マース」（Maas : mobility as a service）という考え方も出てきている。
シームレスな公共交通・新交通というべきもの。こういったものも和光市で考えていく必要があるのでは。 
 
【全体総括】 
◯SDGs に 17 個の目標がある。理解がなかなか難しいかもしれないが、SDGs は「辞書」だと思うとよい。何かに
取り組む時に辞書を引く感覚で、当たってみるとよい。 
◯いくつかの単語を組み合わせて、和光市なりのストーリーを描ければ良いと思う。 
◯ドイツのフライブルクが、世界の環境首都として昔から有名だが、その中の「ヴォーバン地区」が現代の最先端
をいっている。再生可能エネルギーの取組のほか、住民の車が離れた駐車場にまとめられているなど、和光市でも
考えていくと良い。 
◯まちづくりにおいて、「インクルーシブ」の考えが今後重要だろう。老若男女が一緒に暮らしていくということ。 
◯社会的弱者をどう受け入れるか、どう一緒に働いていくか。 
◯年代や階層に偏りがあると、地域の持続性はなくなっていく。 
◯混ぜ合わせることが多様性となり、まちの持続性につながっていく。 
 
松本市長 総括コメント 
 
・本日はご参加いただき、ありがとうございました。 
・冒頭で、総合振興計画にはまず目標や理念が必要ということがありましたが、目標というよりはもう少しわかり
やすく、こういった住み心地のまちにしたい、私たちはこんな風に暮らしたい、生活したい、というようなことを、
皆さんと考えて、共通のものにしていければいいなと思っています。 

和光100年まちづくり会議 第１回（2019.9.1）結果  
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　　 はじめに

 ○ 今回のねらいと、本日の流れを説明します。
 ○ 前回の結果を簡単にふりかえります。（展示パネルもご覧ください）

　　 ワーク①   まちづくり人生ゲーム
 ○ 「和光市における人生」の様々なステージごとに設問回答をしながら、

まちづくりの課題について考えを深めるワークショップです。
 ○ 現在（2019 年）に設問の年齢になったつもりでお考えください。

　　 ワーク②   和光市での生活・暮らしをイメージする
 ○ 前半では、「人生ゲームカード」から大事なカードを選んで発表し、意

見交換しながらグループ内でカードを整理します。
 ○ 後半では、「和光市で実現していきたい生活像（こんな生活や暮らしを

していきたい）」や「和光市が目指すまち」について、シンプルに言い
表す「フレーズ」や「キーワード」を考えます。

　　 ワーク③   発表・全体まとめ

 ○ 各グループから検討内容とフレーズ・キーワードを発表します。
 ○ 全体でのフレーズ・キーワードの整理をします。

日時：12月８日（日）10:00～12:00
場所：和光市役所 602 会議室

第３回 和光 100 年まちづくり会議

「将来像を実現するためのアイデアを出し合おう」

和光 100 年まちづくり会議
第２回

2019.10.6
和光における人生と生活像

キーワードワーク

次回

10:00-10:10

10:10-10:45

10:45-11:25

10:25-12:00

1

2

3

4
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